
資料１ 
 

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を
図るための関係法律の整備に関する法律に基づく公害
防止計画制度の改正について 

 

 

１ 背景  

 

○ 平成 22 年 6 月 22 日に地域主権戦略大綱が閣議決定され、環境基本

法（平成 5 年法律第 91 号）に関して以下の記述が盛り込まれた。 

・ 関係都道府県の公害防止計画の作成に係る規定（17 条 3 項）は、

廃止、「できる」規定化又は努力義務化する。 

・ 関係都道府県知事の公害防止計画の作成に係る環境大臣への同意

を要する協議（17 条 3 項）に関し、当該計画の内容のうち、公害の

防止に関する事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律による

財政上の特例措置に係る部分以外の部分に係る環境大臣への同意を

要する協議は、廃止する。 

 

○ これを受け、平成 23 年 4 月、環境基本法及び公害の防止に関する事

業に係る国の財政上の特別措置に関する法律（昭和 46年法律第 70号。

以下「公害財特法」という。）を含む関係法律の整備を行う「地域の自

主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整

備に関する法律案」が国会提出され、本年 8 月 30 日に公布（平成 23

年法律第 105 号。以下「第２次一括法」という。）、一部施行された。 

 

 

２ 概要  

 

○ 公害防止計画制度については、関係規定が公布日施行されたことに

より、環境大臣による公害防止計画の策定指示は廃止され、計画策定

が都道府県知事の自主判断になるとともに、都道府県知事が公害財特

法に基づく財政上の特別措置を受けようとする場合には、その対象と

なる公害防止対策事業等に係る部分について環境大臣の同意を求める

ことができるという制度に改正された。 



○ 環境基本法及び公害財特法の改正は概要以下のとおり。 

 

（１）環境基本法の改正（第２次一括法第 182 条関係） 

○ 環境大臣による公害防止計画の策定指示を廃止し、計画の策

定を都道府県知事の自主判断とする。 

○ これに伴い、策定指示に当たって環境大臣が地域ごとに示す

こととされていた「その地域において実施されるべき公害の防

止に関する施策に係る基本方針」を廃止する。 

○ 公害防止計画の環境大臣への同意協議について、関係規定を

環境基本法から削除し、同意の対象を公害防止対策事業等に係

る部分に限定しつつ、所要の規定を公害財特法において設ける。 

 

（２）公害財特法の改正（第２次一括法附則第 99 条関係） 

○ 都道府県知事は、公害防止計画において、公害防止対策事業

等に関する計画（「公害防止対策事業計画」と定義）を定めよう

とするときは、環境大臣に協議し、その同意を求めることがで

きる旨の規定を公害財特法に設ける。 

○ 環境大臣が公害防止対策事業計画の同意を行うに当たって

は、公害対策会議の議を経ることが必要（従来どおり）。 

※ 同意を得た公害防止対策事業計画に基づいて実施する事業

に対して、公害財特法に基づく国の財政上の特別措置が適用

される。 

 

（３）経過措置（第２次一括法附則第 100 条関係） 

○ 第２次一括法による改正前の公害防止計画に基づく公害防

止対策事業等について、地方公共団体が必要とする経費に充て

るため発行した地方債について、改正後も、引き続きその元利

償還金に係る基準財政需要算入の特例を講ずるための経過措置

を設ける。 
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◎

環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
（
抄
）

（
公
害
防
止
計
画
の
作
成
）

第
十
七
条

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
地
域
に
つ
い
て
、
環
境
基
本
計
画
を
基
本
と
し
て
、
当
該
地
域
に
お
い
て
実
施
す
る
公
害
の
防
止

に
関
す
る
施
策
に
係
る
計
画
（
以
下
「
公
害
防
止
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

現
に
公
害
が
著
し
く
、
か
つ
、
公
害
の
防
止
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
講
じ
な
け
れ
ば
公
害
の
防
止
を
図
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
地
域

二

人
口
及
び
産
業
の
急
速
な
集
中
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
公
害
が
著
し
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
公
害
の
防
止
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
講
じ
な

け
れ
ば
公
害
の
防
止
を
図
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域

（
公
害
防
止
計
画
の
達
成
の
推
進
）

第
十
八
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
公
害
防
止
計
画
の
達
成
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
設
置
及
び
所
掌
事
務
）

第
四
十
五
条

環
境
省
に
、
特
別
の
機
関
と
し
て
、
公
害
対
策
会
議
（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

２

会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

公
害
の
防
止
に
関
す
る
施
策
で
あ
っ
て
基
本
的
か
つ
総
合
的
な
も
の
の
企
画
に
関
し
て
審
議
し
、
及
び
そ
の
施
策
の
実
施
を
推
進
す
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
務

◎

公
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
号
）

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
害
の
防
止
に
関
す
る
施
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
行
な
う
公
害
防
止
対
策
事
業
に
係
る
経
費
に
対
す
る
国

の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例
そ
の
他
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
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（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
公
害
」
と
は
、
環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
害
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
公
害
防
止
計
画
」
と
は
、
環
境
基
本
法
第
十
七
条
に
規
定
す
る
公
害
防
止
計
画
を
い
う
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
公
害
防
止
対
策
事
業
」
と
は
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
公
害
防
止
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
事
業
そ
の
他
公
害
の
防
止
の
た
め

の
事
業
で
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
下
水
道
の
設
置
又
は
改
築
の
事
業
で
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

下
水
道
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
で
特
定
の
事
業
者
の
事
業
活
動
に
主
と
し
て
利
用
さ
れ
る
も
の
の
設
置
又
は
改
築
の
事
業

ロ

下
水
道
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
都
市
下
水
路
の
設
置
又
は
改
築
の
事
業
（
汚
泥
そ
の
他
公
害
の
原
因
と
な
る
物
質
の
堆
積
を
排
除
す
る
目
的
を

併
せ
有
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

ハ

下
水
道
法
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
終
末
処
理
場
の
設
置
又
は
改
築
の
事
業
（
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

二

汚
泥
そ
の
他
公
害
の
原
因
と
な
る
物
質
が
堆
積
し
、
又
は
水
質
が
汚
濁
し
て
い
る
河
川
、
湖
沼
、
港
湾
そ
の
他
の
公
共
の
用
に
供
さ
れ
る
水
域
に
お
い
て

実
施
さ
れ
る
し
ゆ
ん
せ
つ
事
業
、
導
水
事
業
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
業

三

公
害
の
原
因
と
な
る
物
質
に
よ
り
被
害
が
生
じ
て
い
る
農
用
地
又
は
農
業
用
施
設
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
る
客
土
事
業
、
施
設
改
築
事
業
そ
の
他
政
令
で
定

め
る
土
地
改
良
事
業

四

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
に
よ
り
土
壌
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
土
地
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
る
客
土
事
業
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
汚
染
の
防
止
又
は

そ
の
除
去
等
の
事
業

（
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
）

第
二
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
公
害
防
止
計
画
に
お
い
て
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
前
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
（
政
令
で
定
め
る
事
業

を
除
く
。
）
並
び
に
下
水
道
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
及
び
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
流
域
下
水
道
（
同
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。

）
の
設
置
及
び
改
築
の
事
業
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
環
境
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の

同
意
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
を
変
更
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

環
境
大
臣
は
、
第
一
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
同
意
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
公
害
対
策
会
議
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
公
害
防
止
対
策
事
業
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例
等
）

第
三
条

地
方
公
共
団
体
が
前
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
同
意
を
得
た
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
（
以
下
「
同
意
公
害

防
止
対
策
事
業
計
画
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
公
害
防
止
対
策
事
業
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
他
の
法
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
は
、
別

表
上
欄
に
掲
げ
る
公
害
防
止
対
策
事
業
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
定
め
る
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
（
以
下
「
国
の
負
担
割
合
」
と
い
う
。

）
に
よ
り
、
そ
の
一
部
を
負
担
し
又
は
補
助
す
る
も
の
と
す
る
。
国
が
同
意
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
公
害
防
止
対
策
事
業
を
地
方
公

共
団
体
に
負
担
金
を
課
し
て
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
公
害
防
止
対
策
事
業
に
係
る
経
費
に
対
す
る
国
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
公
害
防
止
対
策
事
業
に
係
る
経
費
に
つ
き
適
用
さ
れ
る
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
国
の
負
担
割
合
が
別
表
に
定
め
る
国
の
負
担
割

合
を
こ
え
る
と
き
は
、
当
該
公
害
防
止
対
策
事
業
に
係
る
経
費
に
対
す
る
国
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
他
の
法
令
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

３

国
は
、
地
方
公
共
団
体
が
同
意
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
公
害
防
止
対
策
事
業
に
係
る
経
費
に
充
て
る
た
め
政
令
で
定
め
る
交
付
金

を
交
付
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
経
費
に
つ
い
て
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
た
と
す
る
な
ら
ば
国
が
負
担
し
、
又
は
補

助
す
る
こ
と
と
な
る
割
合
を
参
酌
し
て
、
当
該
交
付
金
の
額
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
は
、
同
意
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
公
害
防
止
対
策
事
業
で
第
二
条
第
三
項
第
二
号
か

ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
（
政
令
で
定
め
る
事
業
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
総
務
大
臣
が
主
務
大
臣
及
び
環
境
大
臣
と
協
議
し
て
指
定
す
る
も
の
に
係
る
経

費
に
対
す
る
国
の
負
担
又
は
補
助
に
つ
い
て
も
、
適
用
す
る
。

（
公
害
の
防
止
の
た
め
の
事
業
に
係
る
地
方
債
）

第
四
条

公
害
防
止
対
策
事
業
で
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
つ
き
地
方
公
共
団
体
が
必
要
と
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三

年
法
律
第
百
九
号
）
第
五
条
各
号
に
規
定
す
る
経
費
に
該
当
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
地
方
債
を
も
つ
て
そ
の
財
源
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

公
害
防
止
対
策
事
業
で
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
並
び
に
同
意
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
下
水
道
法
第
二
条
第
三
号
に

規
定
す
る
公
共
下
水
道
及
び
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
流
域
下
水
道
（
同
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
設
置
及
び
改
築
の
事
業
に
つ
き
地
方
公
共
団

体
が
必
要
と
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
起
こ
し
た
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
国
は
、
資
金
事
情
の
許
す
限
り
、
財
政
融
資
資
金
を
も
つ
て
引
き
受
け
る
よ

う
特
別
の
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
元
利
償
還
金
の
基
準
財
政
需
要
額
へ
の
算
入
）

第
五
条

前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
地
方
債
で
総
務
大
臣
が
指
定
し
た
も
の
に
係
る
元
利
償
還
に
要
す
る
経
費
は
、
地
方
交
付
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
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百
十
一
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
交
付
す
べ
き
地
方
交
付
税
の
額
の
算
定
に
用
い
る
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
す
る
も

の
と
す
る
。

（
港
務
局
に
つ
い
て
の
こ
の
法
律
の
適
用
）

第
六
条

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
港
務
局
は
、
こ
の
法
律
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
と
み

な
す
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
七
条

公
害
防
止
対
策
事
業
に
係
る
経
費
の
一
部
を
公
害
防
止
事
業
費
事
業
者
負
担
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
り
事
業
者
に
負

担
さ
せ
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
事
業
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
額
の
算
定
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
国
が
負
担
し
又
は
補

助
す
る
こ
と
と
な
る
額
の
算
定
及
び
交
付
そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附

則

抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。
た
だ
し
、
同
意
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
に
基
づ
く
公
害
防
止
対
策
事
業
及
び

第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
指
定
し
た
公
害
防
止
対
策
事
業
に
係
る
経
費
の
う
ち
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の
予
算
に
係
る
も
の
で
平
成
三
十
三

年
度
以
降
に
繰
り
越
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
法
律
の
規
定
、
公
害
防
止
対
策
事
業
で
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
並
び
に
同
意
公
害
防
止
対
策

事
業
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
下
水
道
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
及
び
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
流
域
下
水
道
（
同
号
イ
に
該
当
す
る

も
の
に
限
る
。
）
の
設
置
及
び
改
築
の
事
業
に
つ
い
て
必
要
な
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
起
こ
し
た
地
方
債
で
あ
つ
て
平
成
三
十
二
年
度
以
前
の
年
度
に
発

行
に
つ
い
て
同
意
又
は
許
可
を
得
た
も
の
（
発
行
に
つ
い
て
地
方
財
政
法
第
五
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
同
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
協
議
を
受
け
た
な
ら
ば
同
意
を
す
る
こ
と
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
第
五
条
の
規
定
は
、
同
日
後
に
お
い
て
も
、
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
。

別
表
（
第
三
条
関
係
）
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事
業
の
区
分

国
の
負
担
割
合

第
二
条
第
三
項
第
一
号
の
下
水
道
の
設
置
又
は
改
築
の
事
業

二
分
の
一

第
二
条
第
三
項
第
二
号
の
し
ゆ
ん
せ
つ
事
業
、
導
水
事
業
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
業

二
分
の
一

第
二
条
第
三
項
第
三
号
の
客
土
事
業
、
施
設
改
築
事
業
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
土
地
改
良
事

二
分
の
一
以
上
十
分
の
五
・
五
以
内
の
範
囲
で
政
令
で
定

業

め
る
割
合

第
二
条
第
三
項
第
四
号
の
客
土
事
業
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
汚
染

二
分
の
一
以
上
十
分
の
五
・
五
以
内
の
範
囲
で
政
令
で
定

の
防
止
又
は
そ
の
除
去
等
の
事
業

め
る
割
合

◎

公
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
二
十
五
号
）

（
公
害
防
止
対
策
事
業
）

第
一
条

公
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令

で
定
め
る
事
業
は
、
覆
土
事
業
、
耕
耘
事
業
及
び
水
質
の
汚
濁
に
よ
る
水
産
動
植
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う
防
油
塵
柵
の
設
置
の
事
業
と
す
る
。

２

法
第
二
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
土
地
改
良
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
（
農
用
地
又
は
農
業
用
施
設
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
る
客
土
事

業
及
び
施
設
改
築
事
業
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一

農
用
地
の
土
壌
の
汚
染
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
五
条
第
二
項
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
（
同
号

ハ
に
掲
げ
る
事
業
に
あ
つ
て
は
、
農
用
地
間
に
お
け
る
地
目
変
換
の
事
業
及
び
農
用
地
の
造
成
の
事
業
（
埋
立
て
及
び
干
拓
の
事
業
を
除
く
。
）
に
限
る
。

）
二

水
質
の
汚
濁
に
よ
り
被
害
が
生
じ
て
い
る
農
業
用
施
設
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
る
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
第
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一
号
に
掲
げ
る
事
業

３

法
第
二
条
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
汚
染
の
防
止
又
は
そ
の
除
去
等
の
事
業
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別

措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
号
）
第
三
十
一
条
第
二
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
並
び
に
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業
（
客
土
事
業
を
除
く
。
）
と
す
る
。

（
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
）

第
二
条

法
別
表
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
割
合
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
公
害
防
止
対
策
事
業
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
割

合
と
す
る
。

事
業
の
区
分

国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合

法
第
二
条
第
三
項
第

イ

農
用
地
の
土
壌
の
汚
染
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
二
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
及
び
主
務
大

百
分
の
五
十
五

三
号
に
掲
げ
る
事
業

臣
の
指
定
す
る
前
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業

ロ

そ
の
他
の
農
業
用
施
設
に
係
る
事
業

二
分
の
一

ハ

農
用
地
の
土
壌
の
汚
染
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
二
項
第
二
号
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
事
業
並
び

百
分
の
五
十
五

に
主
務
大
臣
の
指
定
す
る
客
土
事
業

ニ

そ
の
他
の
農
用
地
に
係
る
事
業

二
分
の
一

法
第
二
条
第
三
項
第

百
分
の
五
十
五

四
号
に
掲
げ
る
事
業

（
適
用
除
外
事
業
）

第
三
条

法
第
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、
法
第
二
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
う
ち
、
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
に
係
る



- 7 -

事
業
（
し
ゆ
ん
せ
つ
事
業
を
除
く
。
）
そ
の
他
小
規
模
な
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
事
業
と
す
る
。

２

法
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、
法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
の
う
ち
、
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管

理
に
係
る
事
業
（
し
ゆ
ん
せ
つ
事
業
を
除
く
。
）
そ
の
他
小
規
模
な
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
事
業
と
す
る
。

（
国
の
補
助
負
担
金
の
算
定
方
法
等
）

第
四
条

法
第
三
条
第
一
項
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
国
が
負
担
し
又
は
補
助
す
る
こ
と
と
な
る
額
は
、
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
害
防
止
対
策
事
業
に
係
る
事
務
を
所
掌
す
る
各
省
各
庁
の
長
（
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
十
条
第
二
項
に

規
定
す
る
各
省
各
庁
の
長
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
定
め
る
算
定
方
法
に
従
い
算
定
し
た
事
業
費
（
当
該
事
業
費
の
一
部
を
公
害
防
止
事
業
費
事
業
者
負
担

法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
者
が
負
担
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
費
か
ら
当
該
年
度
に
係
る
同
条
に
規

定
す
る
負
担
総
額
を
控
除
し
た
額
）
に
法
別
表
に
規
定
す
る
国
の
負
担
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
国
の
補
助
負
担
金
等
の
交
付
の
特
例
）

第
五
条

公
害
防
止
対
策
事
業
に
係
る
事
務
を
所
掌
す
る
各
省
各
庁
の
長
は
、
当
該
年
度
の
中
途
に
お
い
て
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
に
係
る
法
第
二
条
の
二
第

一
項
の
環
境
大
臣
の
同
意
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
に
基
づ
く
公
害
防
止
対
策
事
業
で
当
該
同
意
の
あ
つ
た
年
度
分
の
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
る
も
の
に
係
る
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
負
担
金
若
し
く
は
補
助
金
又
は
同
条
第
三
項
の
国
の
交
付
金
の
う
ち
通
常
の
国
の
負
担
割

合
に
よ
つ
て
算
定
し
た
国
の
負
担
金
若
し
く
は
補
助
金
の
額
又
は
通
常
の
交
付
金
の
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
部
分
の
額
（
新
た
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
全
額
。
次
項
に
お
い
て
「
国
の
補
助
負
担
金
等
の
特
例
額
」
と
い
う
。
）
を
当
該
同
意
の
あ
つ
た
年
度
の
翌
年
度
に
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
当
該
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
に
基
づ
く
公
害
防
止
対
策
事
業
で
当
該
同
意
の
あ
つ
た
年
度
の
翌
年
度
分
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も

の
に
係
る
国
の
補
助
負
担
金
等
の
特
例
額
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
同
意
の
あ
つ
た
年

度
の
翌
翌
年
度
に
交
付
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
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◎

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
五
号
）
（

抄
）附

則

抄

（
公
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
十
九
条

公
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
大
臣
の
同
意
を
得
た
」
を
「
第
十
七
条
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。

（
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
）

第
二
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
公
害
防
止
計
画
に
お
い
て
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
前
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
（
政
令
で
定
め
る
事

業
を
除
く
。
）
並
び
に
下
水
道
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
及
び
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
流
域
下
水
道
（
同
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
に
限

る
。
）
の
設
置
及
び
改
築
の
事
業
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
環
境
大
臣
に
協
議
し

、
そ
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
を
変
更
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

環
境
大
臣
は
、
第
一
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
同
意
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
公
害
対
策
会
議
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
三
条
第
一
項
中
「
公
害
防
止
計
画
に
基
づ
い
て
」
を
「
前
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
の
同
意
を
得
た
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
（
以
下
「
同
意
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
い
て
」
に
改
め
、
「
（
政
令
で
定
め
る
事
業

を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
「
公
害
防
止
計
画
に
お
い
て
」
を
「
同
意
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
に
お
い
て
」
に
、
「
行
な
う
」

を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
公
害
防
止
計
画
」
を
「
同
意
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
公
害
防
止
計
画
」
を
「
同
意

公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
」
に
、
「
前
条
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
二
条
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
「
掲
げ
る
も
の
」
の
下
に
「
（
政
令
で
定
め
る
事
業
を

除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
公
害
防
止
計
画
」
を
「
同
意
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
」
に
改
め
る
。

附
則
第
一
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
公
害
防
止
計
画
」
を
「
同
意
公
害
防
止
対
策
事
業
計
画
」
に
改
め
、
「
許
可
を
得
た
も
の
」
の
下
に
「
（
発
行
に
つ
い

て
地
方
財
政
法
第
五
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
受
け
た
な
ら
ば
同
意
を
す
る
こ
と
と
な
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る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

（
公
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
百
条

前
条
の
規
定
（
公
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
（
「
許
可

を
得
た
も
の
」
の
下
に
「
（
発
行
に
つ
い
て
地
方
財
政
法
第
五
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議

を
受
け
た
な
ら
ば
同
意
を
す
る
こ
と
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

よ
る
改
正
前
の
公
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
地
方
債
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
公
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
第
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定

す
る
地
方
債
と
み
な
す
。
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